
高齢者及び障害
児・者の「喀痰吸
引」実施手順解説

高齢者及び障害児・者
の「喀痰吸引」概論

高齢者及び障害児・者
の「喀痰吸引」実施手

順解説

健康状態の
把握

青梨子訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
係長　金田　奈穂美(指導看護師）

青梨子訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
主任　鈴木　澄代(指導看護師）

青梨子訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
係長　金田　奈穂美(指導看護師）

10：40～11：40

清潔保持と
感染予防

2.5

介護老人保健施設青梨子荘
施設長　佐鳥　紀輔（医師）

2

1

12：20～13：50

14：50～16：50 2

14：00～17：10

⑷滅菌と消毒 1

0.5

第16期　喀痰吸引等研修（第一号・第二号）カリキュラム及び日程表（講師担当教科表）　

日    程 科　　目
科目
時間 教      科     名

10月27日
（水）

研 修 時 間
単元
時間

テキスト
該当ﾍﾟｰｼﾞ 担当講師

10月13日
（水）

開講式･オリエンテーション 9：30～10：00 0.5

2

介護研修センター
職員

人間と社会 1.5

⑴介護職員と医療的ケア

10：10～11：40 

1 p.14～p.22

まえばし上泉の里
課長　塚田　三千江(指導看護師）

⑵介護福祉士等が喀痰吸引等研修を行う
ことに係る制度

p.23～p.280.5

保健医療制度と
チーム医療

2

⑴保健医療に関する制度

12：40～14：40 

1 p.30～p.39

まえばし上泉の里
課長　塚田　三千江(指導看護師）

⑵医行為に関係する法律 0.5 p.40～p.44

⑶チーム医療と介護職員との連携 0.5 p.45～p.46

p.48～p.54
まえばし上泉の里

課長　塚田　三千江（指導看護師）

安全な
療養生活

⑵救急蘇生法 2 p.54～p.71

⑴喀痰吸引や経管栄養の安全な実施

8：30～10：30

安全な
療養生活

2

⑴感染予防 0.5 p.74～p.79

⑵職員の感染予防 0.5 p.80～p.83

⑶療養環境の清潔、消毒法 p.84～p.86

p.87～p.89

3

⑴身体・精神の健康 1 p.92～p.93

⑵健康状態を知る項目(バイタルサインな
ど)

1.5 p.93～p.99

⑶急変状態について 0.5

11月10日
（水）

p.100～p.102

高齢者及び障害
児・者の「喀痰吸

引」概論
4

⑶喀痰吸引とは

12：40～16：50

高齢者及び障害
児・者の「喀痰吸

引」概論
2.5

⑴呼吸のしくみとはたらき 1.5 p104～p.107

⑵いつもと違う呼吸状態 1 p.108～p.110

9：00～11：40

1 p.111～p.116

介護老人保健施設青梨子荘
施設長　佐鳥　紀輔（医師）

⑷人工呼吸器と吸引 2 p.117～p.129

⑸子供の吸引について 1 p.130～p.132

11月24日
（水）

高齢者及び障害
児・者の「喀痰吸

引」概論
2.5

⑹吸引を受ける利用者や家族の気持ちと
対応、説明と同意

9：00～11：40

0.5

⑼急変・事故発生時の対応と事前対策 2

14：50～15：50

12：40～14：40

p.133～p.138

介護老人保健施設青梨子荘
施設長　佐鳥　紀輔(医師）

⑺呼吸器系の感染と予防(吸引と関連して) 1 p.139～p.141

⑻喀痰吸引により生じる危険、事後の安全
確認

1 p.142～p.149

p.150～p.153
介護老人保健施設青梨子荘
施設長　佐鳥　紀輔(医師）⑴喀痰吸引で用いる器具・器材とそのしく

み、清潔の保持
1 p.156～p.159

12月8日
（水）

3 ⑵吸引の技術と留意点 9：00～12：10 3

1

p.160～p.171
青梨子訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

主任　鈴木　澄代(指導看護師）

4

⑵吸引の技術と留意点

12：50～17：00

2
p.160～p.171
p.180～p.244

青梨子訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
主任　鈴木　澄代(指導看護師）

⑶喀痰吸引に伴うケア
p.172～p.175
p.180～p.244

⑷報告及び記録 1
p.176～p.177
p.180～p.244

社会福祉法人ほたか会　介護研修センター



合計 科目 50 時間 講義時間 51

試験時間　合計 1

演習時間　合計 18

p.260～p.263

12月22日
（水）

高齢者及び障害
児・者の「経管栄

養」概論
6.5

⑴消化器系のしくみとはたらき

9：00～12：40

p.246～p.251

まえばし上泉の里
課長　塚田三千江（指導看護師）

⑵消化・吸収とよくある消化器の症状 1 p.252～p.255

⑶経管栄養法とは 1 p.256～p.259

1.5

まえばし上泉の里
課長　塚田三千江（指導看護師）

⑸経管栄養実施上の留意点 1 p.264～p.266

⑹子供の経管栄養について 1 p.267～p.269

⑷注入する内容に関する知識

13：40～16：50

1

1月12日
（水）

高齢者及び障害
児・者の「経管栄

養」概論
3.5

⑺経管栄養に関する感染と予防

9：00～12：40

1

高齢者及び障害
児・者の「経管栄
養」実施手順解説

3

⑻経管栄養を受ける利用者や家族の気持
ちと対応、説明と同意

0.5

⑼経管栄養により生じる危険、注入後の安
全確認

1 p.276～p.281

青梨子訪問看護ステーション
チーフ　岩丸　清恵（指導看護師）

⑵経管栄養の技術と留意点 2
p.291～p.301
p.310～p.337

p.270～p.272

p.282～p.284

⑴経管栄養で用いる器具・器材のしくみ、
清潔の保持

13：40～16：50

1

グランヴィル前橋
係長　下田　佳代（指導看護師）

p.286～p.290
p.310～p.337

⑽急変・事故発生時の対応と事前対策 1

p.272～p.275

5

⑵経管栄養の技術と留意点 9：00～12：10 3

筆記試験に関する説明 15：10～15：40

p.291～p.301
p.310～p.337

p.305～p.307
p.310～p.337

基本研修(講義)の知識確認(筆記試験)
30問　60分

10:00～11:00

⑶経管栄養に必要なケア

13：00～15：00

1
p.302～p.305
p.310～p.337

⑷報告及び記録 1

2月23日
（水）

演習「喀痰吸引」
演習「経管栄養」

Aグループ

9：00～17：00
(食事１時間含)

吸引シミュレータを用いた演習
口腔内吸引(5回以上)鼻腔内吸引(5回以上)
気管カニューレ(5回以上)
経管栄養シミュレータを用いた演習
胃瘻または腸瘻(5回以上)　経鼻(5回以上)

1 筆記試験

1月26日
（水）

高齢者及び障害
児・者の「経管栄
養」実施手順解説

⑴人工呼吸器について
⑵救急法教育人体モデルを用いた演習

青梨子訪問看護ステーション
係長　金田　奈穂美（指導看護師）

グランポルト前橋
チーフ　塚越　雅江（指導看護師）

グランヴィル前橋
細野　直美（指導看護師）

0.5

時間

2月9日
（水）

筆記試験

吸引シミュレータを用いた演習
口腔内吸引(5回以上)鼻腔内吸引(5回以上)
気管カニューレ(5回以上)
経管栄養シミュレータを用いた演習
胃瘻または腸瘻(5回以上)　経鼻(5回以上)

グランヴィル前橋
係長　下田　佳代（指導看護師）

まえばし上泉の里
阿部　勝美（指導看護師）

3月9日
（水）

演習「喀痰吸引」
演習「経管栄養」

Bグループ

9：00～17：00
(食事１時間含)

吸引シミュレータを用いた演習
口腔内吸引(5回以上)鼻腔内吸引(5回以上)
気管カニューレ(5回以上)
経管栄養シミュレータを用いた演習
胃瘻または腸瘻(5回以上)　経鼻(5回以上)

青梨子訪問看護ステーション
チーフ　岩丸　清恵（指導看護師）

まえばし上泉の里
阿部　勝美（指導看護師）

介護老人保健施設青梨子荘
砂川　寿美子（指導看護師）

3月23日
（水）

演習「救急蘇生法」
Ａグループ

演習「救急蘇生法」
Ｂグループ

時間

介護研修センター
職員

11：10～11：30閉講式・諸連絡

介護研修センター
職員

評価の認定に至らなかった

受講者の予備日

演習「喀痰吸引」
演習「経管栄養」

11：30～15：30
(食事１時間含)

介護老人保健施設青梨子荘
砂川　寿美子（指導看護師）

⑴人工呼吸器について
⑵救急法教育人体モデルを用いた演習

グランヴィル前橋
係長　下田　佳代（指導看護師）

まえばし上泉の里
阿部　勝美（指導看護師）

グランヴィル前橋
係長　下田　佳代（指導看護師）

まえばし上泉の里
阿部　勝美（指導看護師）

介護研修センター
職員

時間

9：00～11：00


